
 
令和２年度 人事異動方針（案）【意思決定】 

～ 職員力のさらなる向上 ～ 

 

令和２年度は、現在策定を進めている「みえ県民力ビジョン・第三次行動計画（仮称）」が
スタートする年度であり、第二次行動計画において残された課題や新たな課題に的確に対応す
るとともに、新しい時代への取組にも果敢に挑戦していくことが求められます。また、職員一
人ひとりのコンプライアンス意識を高め、的確な業務の進め方を徹底するなど、県民の信頼確
保に向け、更なる取組が求められています。 

そうした状況に応じた人材育成を進めるため、「三重県職員人づくり基本方針」の見直しに
着手したところです。 

令和２年度の人事異動においては、高いコンプライアンス意識を持ちながら、時代の変化に
的確に対応し、未来を切り拓くための取組にも、自ら考え果敢に挑戦できる人材の育成・活用
を図るため、次の３つの方針により実施します。 

 

１ 意欲・能力・適性に応じた人事配置 
（１）「みえ県民力ビジョン」の推進や社会情勢の変化等に的確に対応するための組織体制の

もとで、職員のキャリアデザインも踏まえ、職員一人ひとりの主体性や意欲・能力が最
大限に発揮できるような人事配置を行う。 

（２）子育て等を行う職員や障がいのある職員が、安心して業務に従事し能力発揮できるよ
う、本人の事情や配慮事項及び業務への意欲等を十分聞き取り、適切な人事配置及び働
きやすい環境整備に取り組む。 

（３）管理職については、組織力を最大限に発揮させる能力や高いコンプライアンス意識、
的確な部下職員への指導・育成を行う能力など、管理職として必要な資質・能力を確認
し、適正に配置する。 

特に、昇任にあたっては、管理職への意欲はもとより、高いコンプライアンス意識、
危機事案を未然に防ぐ的確な業務管理能力、改革・改善に取り組む積極的な姿勢をより

一層重視する。 

（４）女性職員の意欲・能力を重視し、管理職、課長補佐、班長等へ積極的に登用する。 

   また、管理職への登用を視野に入れ、企画、事業実施部門を始め、適性や経験を生か
せる職や多様な知識や経験を身に付けることができる職への配置を積極的に行う。 

（５）課長補佐、班長等には、高いコンプライアンス意識とともに、課長等のサポート、的
確に業務をチェックし、部下職員への指導・育成ができる高い専門知識等を確認し、適
任者を配置する。 

（６）課長補佐級への昇任にあたっては、職級別職員構成の偏りに留意しつつ、本庁・地域
機関ともに年齢にかかわらず、能力、実績の裏付けのもと、高いコンプライアンス意識
を持ち、知識や経験を生かして指導的立場となることへの意欲や、高度な業務にチャレ
ンジする向上心を、より一層重視し厳格に判断したうえで適任者を配置する。 

 

２ 人材育成を図る人事配置 

（１）新規採用後、８～１０年間程度はキャリア形成期間と位置づけ、それぞれの職員の適
性等も見ながら職務を通じ、これからの職員に必要な能力の基礎を築くとともに、県政
に対する幅広い視野の育成を図るとともに、子育て等によりキャリアの中断が生じた職
員も、その後のキャリアデザインを前向きに描けるよう、多様な現場や職務を経験させ
る人事配置を行う。 

（２）キャリア形成期間後は、職員が培った知識・経験を活用するとともに、専門性の向上
や段階的な人材育成が可能となるような人事配置を行う。 

（３）職員の適性及びキャリアデザインを踏まえ、将来の管理職登用を見据えた育成・配置
とともに、業務又は地域のスペシャリストとしての育成・配置を行い、複線型人事に取
り組む。 
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（４）子育て等を行う職員のキャリア形成を支援するため、本人の意欲や事情を踏まえたう
えで、多様な知識や経験の習得が可能となるような人事配置を行う。 

（５）知識や経験の幅を広げ、柔軟な発想力や県民と共感できる感性を持てるよう、職種間

の交流をはじめ、多様な分野や組織との人事交流を行う。 

 

３ ワーク・ライフ・マネジメントの推進に向けた人事配置 
（１）子育てや介護を行う職員が、仕事と家庭を両立できるよう、事情を十分把握したうえ

で、人事上の必要な措置に努める。 

（２）管理職の配置にあたっては、子育て等を行う職員の仕事と家庭の両立を支援し、応援、
サポートしあう職場環境づくりに取り組む姿勢を重視する。 

（３）子育て等を行う職員が、子育て等で得た経験等を生かしながら、職場のサポートの中
で、意欲や能力をより一層発揮し、活躍していけるような人事配置を行う。 

 


